クリス マ ス. カロル 

ディツゲン ス 

森 田 草 平 訳 



かった。 その後 幾年 も その 名 は 倉庫の 戸の 上に その ま 

まに なって いた。 すなわち ス クル— ジ • エンド • マァ 

レイと 云うよう に。 この 商会 はス クル— ジ • エンド- 

マ アレイで 知られて 居た。 新たに この 商会へ 這 入って 

来た 人はス クル— ジ のこと をス クル— ジと 呼んだり、 

時には マ アレイと 呼んだり した。 が、 彼 は 両方の 名に 

返事 をした。 彼に は どちらで も 同じ 事で あつたの だ。 

ああ、 しかし 彼 は 強欲 非道の 男であった。 この スク 

ル— ジは！ 絞り取る、 捩じ取る、 摑む、 引つ 搔く、 

かじりつく、 貪欲な 我利々々 爺であった！ どんな 鋼 

でも それからして とんと 豊富な 火 を 打ち出し たことの 



もの だ。 そして、 それから 「丸っ切り 眼の ない もの は 

ま 

まだし も 悪の 眼 を 持って いるより 優しです よ、 盲人の 

旦那」 とで も 云うよう に、 その 尾 を 振った もの だ。 

だが、 何 を そんな 事ス クル ー ジが 気に 懸けよう ぞ！ 

それ こそ 彼の 望む ところであった。 人情 なぞ は 皆 遠く 

に 退いて おれと 警告しながら、 人生の 人) 」 みの 道筋 を 

押し分けて 進んで 行く ことが、 ス クル— ジに 取って は 

通人の 所謂 『大好物』 であった。 

ある 時 —— 日 もあろう に、 聖 降誕 祭の 前夜に —— 老 

ス クル— ジは 事務所に 坐って いそがし そうにし ていた。 

寒い、 霜枯れた、 嚙 みつくよ うな 日であった。 おまけ 



こに ある？ 目 出たがる 理由が どこに あるんだ よ？ 

貧乏し きってい る 癖に ご 〔# 「。ヒ は 底本で は 「」 。匕 

「さあ、 それじゃ」 と 甥 は 快活に 言葉 を 返した。 「貴方 

が 陰気臭く して いら つし やる 権利が どこに あるんで 

す？ 機嫌 を 悪く してい らっしゃる 理由が どこに ある 

のです よ？ 立派な 金持ちの 癖に ご 〔# 「。」」 は 底本で 

は 「」 。匕 

ス クル— ジは 早速に 巧い 返事 も 出来 かねた から、 ま 

た 「何 を！」 と 云った。 そして、 その後から 「馬鹿々々 

しい」 と附け 足した。 

「伯父さん、 そう ぷりぷり しなさん な」 と、 甥 は 云つ 



もし 貴方」 と、 彼 は 甥の 方へ 振り向いて 附け 足した。 

「貴方が 議会へ お出に ならな いのは 不思議 だよ。」 

「そう 怒らないで 下さい、 伯父さん。 いらっしゃいよ、 

私 どもの 宅で 一 緒に 食事 をし ましょう よご 

ス クル— ジは、 自分 は 相手が 地獄に 落ちた の を 見た 

いもの だと 云った、 実際 彼 はそう 云った。 彼 は その 言 

葉 を 始めから 終い まで 漏さず 云って しまった。 そして、 

(自分が お前の 宅へ 行く より は) 先ずお 前が そう 云う 

怖ろ しい 目に 遭って いるの を 見たい もの だと 云った。 

「だが、 何故です？」 ス クル— ジの甥 は 叫んだ。 「何故 

です よ？」 



「いや、 私 は 打 遣つ といて 貰いたい の だ」 と、 ス クル— 

ジは 云った。 「何が 望み だとお 尋ねになる から、 こう 

御 返辞 をした のです、 私 は 自分で も聖 降誕 祭 だって 愉 

快に はして いない。 です もの、 怠惰 者 を 愉快に してや 

る 訳に は 行きません。 私 は 今 挙げたよ うな 造営物の 維 

持 を 助けてい る それだけ でも 随分 費り ますよ。 暮 

しの 立たない 者 は そこへ 行く が 可い のさ ご 

「多くの 人が そこへ (行こうと 思っても) 行かれ ませ 

ん。 また 多くの 人 は (そんな 所へ 行く 位なら) いっそ 

死んだ 方が 優し だと 思 つ て 居りましょう ご 

「いっそ 死んだ 方が よけり や」 と、 ス クル— ジは 云つ 



書記 は 一 年に たった 一 度の こと だと 云った。 

「毎年 十二月 二十 五日に 人の 懐中物 を 掏り 取る にし 

ちゃ、 まずい 言い訳 だ」 と、 ス クル ー ジは 大きな 外套 

の 顎まで ボタン を 掛けながら 云った。 「だが、 どうし 

たって 丸一日 休まずに は 置かない のだろう。 明くる 朝 

は その代りに 一 層 早く 出て 来なさい よご 

書記 はそう しましょうと 云う こと を 約束した。 スク 

ル ー ジ はぶつ ぶつ 云いながら 出て 行った。 事務所 は 瞬 

く 間に 閉じられて しまった。 そして、 書記 は 白い 襟卷 

の 長い 両端 を 腰の 下で ぶらぶら させながら、 (と 云う 

の は 彼 は 外套 を 持って いなかった からで。) 聖 降誕 祭 



前夜のお 祝いに、 子供達の 列の 端に 附 いて、 コ— ンヒ 

ルの 大通りの 氷った、 U り 易い 道の 上 を 幾度と なく 往復 

した。 それから 目隠し 遊び をしょう と 思って、 全速力 

で カムデン . タウンの 自宅へ 駆け出して 行った。 

ス クル— ジは 行きつ けの 陰気な 居酒屋で、 陰気な 食 

事 を 済ました。 そこにあった 新聞 をす つかり 読んで し 

まって、 あと は 退屈凌ぎに 銀行の 通帳 をい じくって い 

たが、 やがて 寝に 帰った。 彼 はかって 死んだ 仲間の 所 

有であった 部屋に 住って いた。 それ は 中庭の 突き 当り 

の 陰気な 一 構えの 建物の 中に ある 薄暗い 一 組の 室で 

あった。 この 建物 は、 少年の 頃に 他の 家々 と 一緒に 隠 



なって いた。 卓子の 下に も、 長椅子の 下に も、 誰もい 

なかった。 煖炉に は 少しば かりの 火が 残って いた。 匙 

も 皿 も 用意して あった。 粥 (ス クル ー ジは 鼻風 を 引い 

ていた) の 小 鍋は炉 房の 棚の 上に あった。 寝床の 下に 

も、 誰もい なかった。 押入の 中に も 誰もい なかった。 

寝間着 は 胡散臭い 恰好 をして 壁に 懸かって いたが、 そ 

の 中に も 誰もい なかった。 物置 も 普段の 通りであった。 

古い 煖炉の 蓋と、 古靴と、 二 個の 魚 籠と、 三脚の 洗面 

台と、 火搔き 棒が あるば かりであった。 

すっかり 安心して、 彼 は 戸 を 閉めて、 錠 を 下ろした。 

二重に 錠 を 下ろした、 それ は 彼の 習慣ではなかった。 



だと 云われた の を 聞いた ことがある ように 追想した。 

あなぐらの 戸 はぶん と 〔# 「ぶんと」 は 底本で は 「ふん 

と 匕 唸り を 立てて 開いた。 それから 彼 は 前よりも 高 

くな つた その物 音 を 階下の 床の 上に 聞いた。 それから 

階 子 段 を 上って 来る の を、 それから 真直に 彼の 室の 戸 

口の 方へ やって来 るの を 聞いた。 

「まだ 馬鹿な 真似 をして やが る！」 と、 ス クル ー ジは 

云った。 「誰が それ を 本気に 受ける もの かご 

と は 云った ものの、 一瞬の 躊躇 もな く、 それが 重い 

戸 を 通り抜けて 室の 中へ、 しかも 彼の 眼の 前まで 這 入 

り 込んで 来た 時には、 彼 も 顔色が 変った。 それが 這 



入って 来た 瞬間に、 消え かかって いた (蠟燭 の) 焰は 

ちょうど 「私 は 彼 を 知っている！ マ アレイの 幽霊 

だ！」 とで も 叫ぶ ように、 ぱっと 跳ね上がって、 また 

暗くな つた。 

同じ 顔、 紛れ もない 同じ 顔であった。 弁髪 を 着けた、 

いつもの 胴衣に、 洋 袴に、 長靴 を 着けた、 マ アレイで 

あった。 靴に 附 いた※ 〔# 「糸+ 遂」、 24-S は、 弁髪 や、 

上衣の 裾 や、 頭の 髪と 同じように 逆立って いた。 彼の 

曳き摺 つて 来た 鎖 は 腰の 周りに 絡みつ いていた。 それ 

は 長い もので、 ちょうど 尻尾の ように、 彼 をぐ るぐ る 

捲いて いた。 それ は (ス クル ー ジは 精密に それ を 観察 



して 見た)、 弗 箱 や、 鍵 や、 海老錠 や、 台帳 や、 証券 や、 

鋼鉄で 細工 をした 重い 財囊 やで 出来て いた。 彼の 体軀 

は 透き通つ ていた。 そのために、 ス クル ー ジは、 彼 を 

観察して、 胴衣 を 透かして 見遣りながら、 上衣の 背後 

ぼたん 

に附 いている 二 つの 釦子を 見る ことが 出来た 位で あつ 

た。 

はらわた 

ス クル— ジはマ アレイが 腸 を 持たない と 云われて 

いたの を 度々 聞いた ことがあった。 が、 今まで は 決し 

て それ を 本当にして はいなかった。 

いや、 今でも それ を 本当に はしなかった。 彼 は 幽霊 

を しげしげと 〔# 「しげしげと」 は 底本で は 「しけ じけ と 匕 



レ 

「貴方 は 誰です か？」 

「誰であった かと 訊いて 貰いたい ね ご 

「じ や、 貴方 は 誰で あつたか」 と、 ス クル— ジは声 を 

高めて 云った。 「幽霊に して は、 いやに やかまし いね ご 

彼 は 「些細な ことまで」 と 云おうと したの だが、 この 

方が 一層 この 場に 応ゎ しいと 思って 取り代え た。 (註、 

「幽霊に して は」 と 「些細な ことまで」 が 原語で は 語呂 

の 上の 「しゃれ」 になって いるので ある。) 

「存生 中 は、 私 は 貴方の 仲間、 ジェ コブ. マ アレイ だつ 

たよ ご 



それに、 その 幽霊が 幽霊 自身の 地獄の 風 を 身の 周りに 

持って いると 云う こと も、 何 か 知ら 非常に 恐ろしい 気 

がした。 ス クル— ジは 自分が 直接 その 風 を 受けた ので 

はなかった。 しかし それ は 明白に 事実であった。 と 云 

うの は、 この 幽霊 は 全然 身動き もしないで 腰掛けて い 

たけれ ども、 その 毛髪 や、 着物の 裾 や 長靴の※ 〔# 「糸 

+ 遂」、 27,7r が、 竈から 昇る 熱気に でも 吹かれて いるよ 

うに、 始終 動いて いたから である。 

「この 楊子 は 見える だろう ね？」 と、 ス クル— ジは今 

挙げたよ うな 理由の 下に、 早速 突撃に 立ち戻りながら、 

また 一 つに はた だの 一 秒 間で もよ いから、 幽霊の 石の 



て 貴方 は 私 をお 苦しめになる の だ？」 

「世間の 欲に 眼の 暮れた 男よ」 と、 幽霊 は 答えた。 「お 

前 は 私 を 信ずる かどう じ や？」 

「信じます」 と、 ス クル— ジは 云った。 「信じない では 

居られ ませぬ。 です が、 何故 幽霊が 出る のです か。 ま 

た 何 だって 私の 許へ やって来る のです かご 

「誰し も 人間と いう もの は」 と、 幽霊 は 返答した。 r 自 

分の 中に ある 魂が 世間の 同胞の 間へ 出て 行って、 あち 

こちと ひろく 旅行して 廻らなければ ならない もの だ。 

若し その 魂が 生きて いるう ちに 出て 歩かなければ、 死 

ん でから そうする ように 申し渡されて いるの だ。 世界 



中 を うろつき 歩いて、 —— ああ 悲しい かな そし 

て、 この 世に 居たら 共に 与 かる こと も 出来た ろうし、 

幸福に 転ずる こと も 出来た ろうが、 今 は 自分の 与 かる 

ことの 出来ない 事柄 を 目撃す るよう に、 その 魂 は 運命 

を 定められて いるの だよ ご 

幽霊 は 再び 叫び声 を 挙げた。 そして、 その 鎖 を 揺 

振って、 その 幻影の ような 両手 を 絞った。 

「貴方 は 縛られて おいでで すね」 と、 ス クル— ジは顫 

えながら 云った。 「どういう 訳です かご 

「私が 存命中に 鍛えた 鎖 を 身に 着けて いるの さ」 と幽 

霊 は 答えた。 「私 は 一 輪ず つ、 一 ^ -— ド ずつ、 斿 えて 



ような 鉄の 綱で 取り巻かれ ている のじ やない かと、 周 

囲の 床の 上 を 見廻した。 しかし 何も 見る こと は 出来な 

かった。 

「ジ ェコブ (註、 これ は 猶太 人に 多い 名で あるそう な。 

ス クル— ジの 洗礼 名工 ベネ ザァも 同様。)」 と、 彼は憐 

み を 乞うよう に 云った。 「老ジ ェ コブ • マ アレイよ、 

もっと 話し をして おくれ。 気の 引き立つ ような こと を 

云 つ ておくれ、 ジ ェ コブ よご 

「何も 上げる もの はない よ」 と、 幽霊 は 答えた。 「そん 

な もの は 他の 世界から 来る の だ、 ェ ベネ ザ ァ-ス クル— 

ジょ。 そして、 他の 使者が もっと 質の 違った 人間の 許 



ある。 幽霊 は 一寸 耳を澄まして 聴いて いた 後で、 自分 

も その 悲しげ な 哀歌に 声 を 合せた。 そして、 物寂しい 

暗夜の 中へ うかぶ ように 出て 行 つ た。 

ス クル— ジは、 自分の 好奇心に 前後 を 忘れて、 窓の 

所まで 随 いて 行った。 彼 は 外 を 眺め 遣った。 

空中 は、 落着きの ない 急ぎ足で 彼方此方 を うろつき 

廻り、 そして、 歩きながら も 呻吟して いる 妖怪変化で 

満たされ ていた。 その どれ もこれ もが マ アレイの 幽霊 

と 同じような 鎖 を 身に つけて いた、 中に 一 ニニの 者 は (こ 

れは 有罪 会社の 輩 かも 知れない) 一緒に 繋がれて いた。 

一 として 縛られて いないの はなかった。 存命中 スク 



彼の 寝床の 帷幄 は、 私 は敢て 断言す るが、 一 つの 手 

わき あしもと うしろ 

で 側へ 引き寄せられた。 足下の 帷幄で も、 背後の 帷幄 

でもない、 顔が 向いて いた 方の 帷幄な の だ。 彼の 寝床 

の 帷幄 は 側へ 引き寄せられた。 そして、 ス クル ー ジは、 

飛び起きて 半 坐りに なりながら、 帷幄 を 引いた その 人 

間なら ぬ 訪客と 面と 面 を 突き合せた。 ちょうど 私が 今 

読者 諸君に 接近して いると 同じように 密接して。 そし 

て、 私 は 精神的に は 諸君の つい 手近に 立って いるので 

ある。 

それ は 不思議な 物の 姿で あつ た —— 子供の ような。 

しかも 子 W に似てる と 云うよ リは 老人に 以てる と 云つ 



た 方が 可い かも 知れない。 (老人と 云っても ただの 老 

人で はない)、 一種の 超自然的な 媒介物 を 通じて 見ら 

れ るので、 だんだん 眼界から 遠退いて 行って、 子供の 

軀 幹にまで 縮小され た 観を呈 している と 云った ような、 

そう 云う 老人 に似てい るので ある。 で、 その 幽霊の 頸 

のま わり や 背中 を 下に 垂れ下が つ ていた 髪の毛 は、 

年齢の 所為で も あるよう に 白くな つていた。 しかも そ 

みずみず つ や 

の 顔に は 一 筋の 皺 もな く、 皮膚 は瑞々 した 盛りの 色沢 

を 持って いた。 腕 は 非常に 長くて 筋肉が 張り切つ てい 

た。 手 も 同様で、 並々 ならぬ 把握 力 を 持って いるよう 

に 見えた。 極めて 繊細に 造られた その 脚 も 足 も、 上肢 



「そこへ 一 寸 私の 手 を 当てさせろ」 と 幽霊 はス クル— 

ジの 胸に 手 を 載せながら 云った。 「そうすれば、 お前 

さん はこん な 事 位で ない、 もっと 危険な 場合に も 支え 

て 貰われ るんだ よご 

こう 云って いるう ちに、 彼等 は 壁 を 〔# 「壁 を」 は 底 

本で は 「塵 を 匕 突き抜けて、 左右に 畠の 広々 とした 田 

舎 道に 立った。 倫 敦の町 はすつ かり 消えて なくなった。 

その 痕跡 すら 見られなかった。 暗闇 も 霧 も それと 共に 

消えて しまった。 それ は 地上に 雪の 積って いる、 晴れ 

た、 冷い、 冬の 日であった。 

「これ は 驚いた！」 と、 ス クル— ジは 自分の 周囲 を 見 



で、 ス クル ー ジはー つの 腰掛に 腰を下ろして、 長く 忘 

れ ていた ありし 昔の 憐れな 我が身 を 見て 泣いた。 

家の 中に 潜んで いる 反響 も、 天井裏の 二十日鼠が 

ちゅうちゅう鳴いて 取組み 合い をす るの も、 背後の 小 

暗い 庭に ある 半分 氷の 溶けた 樋 口の 滴り も、 元気の な 

い 白 楊の 〔# 「白 楊の」 は 底本で は 「柏 楊の 匕 葉の 落ち 尽 

した 枝の 中に 聞え る 溜息 も、 がら 空きの 倉庫の 扉の 

時々 忘れた ようにば たばた する の も、 いや、 煖炉の 中 

で 火の 撥ねる 音 も、 一 として ス クル— ジの 胸に 落ちて 

涙ぐませる ような 影響 を 与えない ものはなかった、 ま 

た 彼の 涙 を 一 層 惜し気 もな く 流させな いもの はな かつ 



た。 

精霊 は 彼の 腕に 手 を 掛けて、 読書に 夢中に な つてい 

る 若い 頃の 彼の 姿 を 指さして 見せた。 不意に 外国の 衣 

裳 を 身に 着けた、 見る 眼に は 吃驚す る ほど ありあり と 

かつ はっきり とした 一人の 男が、 帯に 斧 を 挟んで、 薪 

を 積んだ 一疋の 驢馬の 手綱 を 取りながら、 その 窓の 外 

側に 立 つ た。 

「何 だって、 ァリ -ババ じ やない か！」 と、 ス クル— 

ジは我 を 忘れて 叫んだ。 「正直な ァリ • ババの 老爺 さ 

ん だよ。 そうだ、 そうだ、 私 は 知って る！ ある 聖降 

誕 祭の 時節に、 あそこに いる あの 独りぼっちの 子が 



君の 婿に なろう なぞと したの だ！」 

ス クル— ジが 笑うよう な 泣く ような 突拍子もない 声 

で、 こんな 事に 自分の 真面目な 所 をす つかり 曝け 出し 

ている の を 聞いたり、 彼の いかにも 嬉しそうな 興奮し 

た 顔 を 見たり しょうものなら、 本当に 倫 敦巿の 商売 仲 

間 は 吃驚した ことであろう。 

「あすこに 鸚鵡が いる！」 と、 ス クル— ジは 叫んだ。 

てっぺん ちしゃ 

「草色の 体軀に 黄色い 尻尾、 頭の 頂 辺から 萵苣の 〔# 

ちしゃ ちしゃ は 

「萵苣の」 は 底本で は 「萵 苔の 匕 ような もの を 生やして。 

あすこに 鸚鵡が いるよ。 可哀 そうな ロビン • クル— 

ソ ー と、 彼が 小船で 島 を 一周り して 帰って来た 時、 そ 



の 鸚鵡 は 喚び かけた。 『可哀 そうな ロビン • クル— ソ—、 

どこへ 行って 来たの、 ロビン • クル— ソ— ？』 クル— 

ソ ー は 夢を見て いたの だと 思 つ たが、 そうじゃ なか つ 

た。 鸚鵡だった、 御存じの 通りに。 あすこに 金曜日が 

行く。 小さな 入江 を 目が けて 命から がら 駆け出して 

〔# 「駆け出して」 は 底本で は 「騙け 出して 匕 行く、 しっか 

り！ お— い！ しっかり！」 

それから 彼 は、 平生の 性質と は 丸で 似も附 かない 急 

激な 気の 変り ようで 以て、 昔の 自分 を 憐れみながら、 

「可 哀 そうな 子 だな！」 と 云った。 そして、 再び 泣いた。 

「ああ、 ああして 遣りたかった な」 と、 ス クル ー ジは 



て、 街路に は 灯火が 点いて いた。 

幽霊 は ある 商店の 入口に 立ち 停まった。 そして、 ス 

クル— ジに それ を 知ってい るかと 訊ねた。 

「知ってい るかです つて！」 と、 ス クル ー ジは 答えた。 

「私 はこ こで 丁稚奉公 をして 居た ことがあ るんで す 

よご 

彼等 は 中に 這 入って 行った。 ウェルス 人の 鬟 (註、 

老人の 被る 毛糸で 編んだ 帽子の こと。) を 被った 老紳 

士が、 今一 一 インチ も 自分の 身丈が 高かろう ものなら、 

き つと 天井に 頭 を 打ち 附 けたろうと 思われる ような、 

丈の 高い 書 机の 向う に 腰掛けて いるの を 一 目 見る と、 



た。 それから 肉饅頭が 出た、 また 麦酒が 〔# 「麦酒が」 

は 底本で は 「麦酒 か 匕 沢山に 出た。 が、 当夜 第 一 の 喚び 

物 は 焼肉 や 煮物の 出た 後で、 提琴 手が (巧者な 奴です 

よ、 まあ 聴いて 下さい 読者 や 私 なぞが こうしろ 

ああしろ と 命ずる まで もな く、 ちゃんと 自分の やる ベ 

きこと を 心得て いると 云う 手 合です よ！) 「サ— • 口 — 

ジャ！ ド. カヴァ リ—」 (註、 古風な 田舎 踊の 名、 当 

時 非常に 流行した ものら しく、 メレディスの 「エゴ ィ 

スト」 の 中に も 出て 来る。) を 弾き 始めた 時に 出た ので 

あった。 その 老フ エッジ ウイッグ はフ エッジ ウイッグ 

夫人と 手を携えて 踊りに 立ち 出で た。 しかも、 二人に 



「そんな 事じゃありません よ」 と、 ス クル— ジは、 相 

手の 言葉に 激 せられて、 彼の 後 身で はない、 前身が 

饒舌って でもい るよう に、 我 を 忘れて 饒舌った。 「精 

霊 どの、 そんな 事 を 云って るん じゃありません よ。 あ 

の 人 は 私 ども を 幸福に もまた 不幸に もす る 力 を 持 つ て 

います。 私 どもの 務め を 軽く も、 また 重荷に もす る、 

楽しみに も、 また 苦しい 労役に もす る 力 を 持って いま 

す。 まあ あの人の 力が 言葉と か 顔附き とかいう ものに 

存 している にもせ よです、 すなわち X める こと も 勘定 

する こと も 出来ない ような、 極く 些細な 詰まらな いも 

のの 中に 存 している にもせ よです、 それが どうしたと 



思った ので、 それだけで すよ。」 

彼が この 希望 を 口に 出した 時に、 彼の 前身 は洋 灯の 

心 を 引っ込ませた。 そして、 ス クル ー ジと 幽霊と は 再 

び 並んで 戸外に 立って いた。 

「私の 時間 はだん だん 短くなる」 と、 精霊 は 云った。 

「さあ 急いだ！」 

, 」 の 言葉 は ス クル— ジに 話し掛けら れ たので もな け 

れば、 また 彼の 眼に 見える 誰に 云われた ので もなかつ 

た。 が、 たちまち その 効果 を 生じた。 と 云う の は、 ス 

クル— ジは 再び 彼 自身 を 見た ので ある。 彼 は 今度 は 前 

よりも 年を取つ ていた。 壮年の 盛りの 男であった。 彼 



の 顔に は、 まだ 近年の ような、 厳い 硬ば つた 人相 は 見 

えな か つ たが、 浮世の 気苦労と 貪欲の 徴候 は 既にもう 

現われ 掛けて いた。 その 眼に は、 一生懸命な、 貪欲な、 

落ち着き のない 動きが あった。 そして、 それ は 彼の 心 

に 根 を 張った 欲情に ついて 語る と共に、 だんだん 成長 

する その 木 (欲情の 木) の 影が やがて 落ちそう な 場所 

を 示して いた。 

彼 は 独りではなくて、 喪服 を 着けた 美しい 娘の 側に 

腰 を 掛けて いた。 その 娘の 眼に は 涙が 宿って、 過去の 

聖 降誕 祭の 幽霊から 発する 光の 中に きらつ いていた。 

「それ は 何でもない ことです わ」 と、 彼女 は 静かに 云つ 



ことが 出来る と 云う だけで、 もう 十分で 御座いま すご 

「私が これまで 一 度で も 破約 を 求めた ことで も あるの 

ゝ o _ 

力 」 

「口で はね。 いいえ、 そりゃありません わご 

「じ や、 何で 求めた の だ？」 

「変った 性 貰で、 変った 心 持で、 全然 違った 生活の 雰 

囲 気で、 その 大きな 目的と して 全然 違った 希望で です。 

貴方の 眼から 見て 私の 愛情 を いくらか でも 価値 ある も 

の、 値打ちの ある ものにし ていた 一 切の もので です。 

この 約束が 二人の 間に かってなかった としたら」 と、 

少女 は 穏やかに、 しかし じっくりと 相手 を 見遣りな が 



ら 云った、 「貴方 は 今 私 を 探し出して、 私の 手 を 求めよ 

うとな さいます か。 ああ、 そんな 事 はとても ない！」 

彼 はこの 推測の 至当な のに、 我に も あらず、 屈服す 

るよう に 見えた。 が、 強いて その 感情 を 抑えながら 

云った。 「お前 はそんな 風に 思って は 居ない の だよ ご 

「私 も 出来る ことなら、 そんな 風に 考えた く はな いん 

です わ」 と、 彼女 は 答えた。 「それ はもう 神様が 御存じ 

です！ 私が こう 云った ような 真相 を 知った 時には、 

(同時に) それが どんなに 強く、 かつ 抵抗すべからざる 

もので あるか、 あるに 違いない かと 云う こと を 知って 

るんで すよ。 まあ 今日に しろ、 明日に しろ、 また 昨日 



それ は 別の 光景で も あれば 別の 場所で もあった。 大 

層 広 くもなく、 綺麗で もない が、 住 心地よ く 出来た 部 

屋 であった。 冬の 煖炉の 傍に 一 人の 美しい 若い 娘が 腰 

掛けて いた。 その 娘 は、 自分の 娘の 向い側に、 今では 

身綺麗な 内儀に な つ て 腰掛けて いる 彼女 を 見る まで は、 

ス クル— ジも 同一人 だと 信じ 切って いた 位に、 前の 場 

面に 出て 来た あの 少女と よく 似て いた。 部屋の 中の 物 

音 は 申 分の ない 騒々 しさであった。 と 云う の は、 心に 

落着きの ない ス クル— ジには 数え切れない ほど 大勢の 

子供が いたから であった。 あの 有名な 詩 中 (註、 ゥォ ー 

ヅゥォ ー スの 「弥生に 書かれた る」 と 題す る 短詩。) の 



に 依って 派遣され た 第二の 使者と 会議 を 開こうと 云う 

特別の 目的の ために は、 随分 際どい 時に 正気に 返った 

もの だと、 彼 は 心の中で 思った。 が、 今度の 幽霊 は ど 

の 帷幄 を 引き寄せて 這 入って 来る だろうかと、 それが 

気になり 出す と、 どうも 気味 悪い 寒さ を 背中に 覚えた 

わき 

ので、 彼 は 自分の 手で それ 等の 窓掛を 残らず 側へ 片寄 

せた。 それから また 横にな つて、 鋭い 眼 を 寝台の 周囲 

に 放ちながら、 じっと見 張って いた。 と 云う の は、 彼 

も 今度 は 精霊が 出現す る その 瞬間に、 こちらから 戦い 

を 挑んで やろうと 思った からで、 不意 を 打 たれて、 

おどおど 

戦々 する ようにな つ て は耐ら ない と 思 つ たからで ある- 



猪 肉、 獣肉の 大腿、 仔 豚、 腸 詰の 長い 巻物、 刻肉衝 頭、 

プラム プッデ イング 

李 入り 菓子、 牡蠣の 樽、 赤く 焼けて いる 胡桃、 桜色の 

頰 をして いる 林檎、 露 気の 多い 蜜柑、 甘くて 頰の 落ち 

そうな 梨 子、 非常に 大きな ッゥ エル ブズ. ケ ー ク、 ポ 

ンス 酒の 泡立って いる 大盃な どが 各自の 美味し そうな 

湯気 を 部屋 中に 漲らして、 一 種の 玉座 を 形造る ように、 

床の 上に 積み上げられ ていた。 この 長椅子の 上に、 見 

る も 愉快な、 陽気な 巨人が ゆったり と 構えて 坐って い 

た。 彼 は その 形に おいて 豊饒の 角に 似ないで もない 一 

本の 燃え立つ 松明 を 持って いたが、 ス クル— ジが 扉の 

後から 視 くように して 這 入って 来た 時、 その 光 を 彼 



に 振り掛けよ うとして、 高く それ を 差し上げた。 

「お 這 入り！」 と、 幽霊 は 叫んだ。 「お 這 入り！ そし 

て、 もっと 好く 俺 を 御覧よ、 おい！」 

ス クル— ジ はおず おず 這 入って、 この 幽霊の 前に 頭 

を 垂れた。 彼 は 今や 以前の ような 強情な ス クル— ジで 

はなかった。 で、 精霊の 眼 は 朗らかな 親切ら しい 眼で 

はあった けれども、 彼 は 眼 を 上げて その 眼に ぶっかる 

こと を 好まなかった。 

「俺 は 現在の 降誕 祭の 幽霊 じ や」 と、 精霊 は 云った。 

わし 

「俺 を 御覧よ。」 

ス クル— ジは うやうやしげ な 態 S でそう した。 精霊 



くつろ 

開いた 手、 元気の 好い 声、 打ち 寛 いだ 態度、 快げ な容 

子と 同じように ゆるやかに。 また その 腰の 周りに は 古 

風な 刀の 鞘 を 捲いて いた。 が、 その 中に 中味 はな かつ 

た。 而も その 古い 鞘は銹 びて ぼろぼろ になって いた。 

「お前さん はこれ まで 俺の ような 者 を 見た ことがない 

ん だね！」 と、 精霊 は 叫んだ。 

「決して 御座いません」 と、 ス クル— ジは それに 返辞 

をした。 

「俺の 一 家の 若い 連中と 一 緒に 歩いた ことがなかった 

かね。 若い 連中と 云っても、 (俺 は その 中で 一番 若い 

ん だから) この 近年に 生まれた 俺の 兄さん 達の こと を 



同様に 部屋 も 煖炉 も、 赤々 と 燃え立つ 焰も、 夜の 時間 

も 消えて しまって、 二人 は聖 降誕 祭の 朝 を 都の 往来に 

立って いた。 街 上で は (寒気が 厳しかった ので) 人々 

は 各自の 住家の 前の 舗石の 上 や、 屋根の 上から 雪 を こ 

そげ 落しながら、 暴々 しい、 しかし 快活な、 気持ちの 

悪くない 一 種の 音楽 を 奏して いた。 屋根の 上から 下の 

往来へば たばた と 雪が 落ちて 来て、 人工の 小さな 吹雪 

となって 散乱す るの を 見る の は、 男の子に 取って は 物 

狂おしい 喜びであった。 

なめら 

屋根の 上の 滑 かな 白い 雪の 蒲団と、 地面の 上の や 

や 汚れた 雪と に 対照して、 家の 正面 は 可な り 黒く、 窓 



奔で 狡猾そう な眼附 きで 棚の 上から そ つ と 目配せした 

リ、 吊り上げて ある 寄生 樹を 真面目腐った 顔で 見遣つ 

たりして いた。 (註、 聖 降誕 祭で は 婦人が 寄生 樹の下 

を 通る と、 それに 接吻しても いいそう な。) そこに はま 

た 梨 子 だ の 、 林檎 だ のが 色盛りの 一 一 一色 塔 のように 高く 

盛り上げられ ていた。 そこに はまた 葡萄の 房が、 店主 

なさけ 

の 仁慈で、 通りすがりの 人が 無料で 口に 露 気 を 催す よ 

うにと、 人目に 立つ 鈎に ぶら下げられ ていた。 そこに 

はまた 榛 の 実が 苔が 附 いて 褐色 をして、 山と 積み 上 

げられ ていた。 そして、 その 香気で、 森の 中の 古い 小 

径ゃ、 枯れた 落葉の 中 を 踝まで 没しながら 足 を 引き摺 



リ 引き摺 リ 愉快 に 歩き 廻った こと を 想い出 させて いた _ 

そこに はまた 肉が 厚く 色の 黒ずんだ ノ— フォ— ク 産の 

林檎が あって、 蜜柑 や 檸檬の 黄色 を 引き立た せたり、 

その 露 気の 多い 肉の 締 つた 所で、 早く 紙袋に 包んで お 

持ち帰 リ になって、 食後に 召 上れと 切に 懇願したり 嘆 

願した リ していた。 これ 等の 精選した 果物の 間に は、 

金魚 銀 魚が 鉢に 入れて 出して あつたが、 そんな 無神経 

な 血の 運り の 悪い 動物で も、 世の中に は 何事 か 起って 

いると 云う こと を 感知して いるよう に 見えた。 そして 

一 尾 残らず ゆっくりした 情熱の ない 昂奮の 下に 彼等の 

小さな 世界 をぐ るぐ ると 喘ぎながら 廻つ ていた。 



がったり、 柳の 枝 製の 籠 を 乱暴に 押し潰したり、 帳場 

の 上に 買物 を 忘れて 帰ったり、 また それ を 取りに 駆け 

戻って 来たりして、 同じ 様な 間違い を 幾度と なく 極上 

の 機嫌で 繰返して いるので あった。 同時に 食料品 屋の 

主人 も 店の 者 も、 前垂 を 背中で 締め 着けて いる 磨き 上 

げた 心臓 型の 留め金 は、 一般の 方々 に 見て 頂く ために、 

ま たお 望みなら 聖 降誕 祭の 鴉 ど もに 啄 いて 貰うた めに、 

表側に 懸けた 彼等 自身の 心臓で 御座い と 云わぬ ばかり 

に 開放 的に かつ 生々 と 働いて いた。 

が、 間もなく 方々 の 尖塔 (の 鐘) は 教会 や 礼拝堂に 

善男善女 を 呼び集めた。 彼等 は、 晴れ着 を 着飾って 街 



「私 どもの 周囲の いろいろな 世界の ありと あらゆる 存 

在の 中で、 (他の物なら とにかく) 貴方が これ 等の 人々 

の 無邪気な 享楽の 機会 を 奪おうと して いられる と 云う 

こと は、 私 はどう も 不思議で なりません よご 

わし 

「俺が？」 と、 精霊 は 叫んだ。 

「七日 目 毎に 貴方 は 彼等が 御馳走 を 喫べ る 便宜 を 奪つ 

ておしまい にな るんで すよ。 彼等が とにかく 御馳走 を 

喰べ られ るの はこの 日 位な もの だと 云われて いる その 

日に です ね」 と、 ス クル— ジは 云った。 「そうじゃ あり 

ません かいご 

「俺が だ！」 と、 精霊 は 叫んだ。 



な 高荘な 広間で でも 振舞う ことが 可能で あつたと 同じ 

しとやか 

ように 優雅に、 その上 いかにも 神変 不思議の 生物ら し 

く 立って いたと 云う こと は、 彼の 顕著な 特質であった。 

(そして、 その 特質 をス クル— ジは 既に 麵麴屋 の 店で 

気が 附 いていた ので ある。) 

精霊が 真直 にス クル— ジの 書記の 家へ 出掛けて 行つ 

たの は、 恐らく この 精霊が 彼の この 力 を 見せびらかす 

ことにお いて 感ずる 快楽の ため か、 それでな くば 彼の 

持って 生れた 親切に して 慈悲 深い、 誠実なる 性質と、 

総ての 貧しき 者に 対する 同情の ため かであった。 何と 

なれば、 彼 は 実際 出 懸けて 行った、 そして 自分の 着物 



に 捕まって いる ス クル ー ジを 一緒に 連れて行った。 そ 

れ から 戸口の 敷居の 上で にっこり 笑って、 彼の 松明 か 

ら 例の I 卞を 振り掛けながら、 ボブ • クラチット (註、 

ボブ は ロバ— トの 愛称で ある。) の 住居 を 祝福して や 

ろうと 立ち止まった。 考えても 見よ！ ボブ は 一週間 

に 彼 自身 僅かに 十五 ボブ (註、 一 ボブ は 一 シ リングの 

俗称で ある。) を 得る ばかりであった。 —— 彼 は 土曜 

日毎に 自分の 名前の 僅かに 十五 枚 を 手に入れる ばかり 

であった。 —— 而も 現在の 基督 降誕 祭の 精霊 は 彼の 

よ ま 

四 間の 家 を 祝福して くれたの であった。 

その 時 クラチット 夫人すな わち クラチットの 細君 は 



二度 も 裏返し をした 着物で、 粗末な がらに すっかり 身 

やす 

繕い をして、 しかし 廉 くて、 六 ペン ス にして は 好く 見 

える リボンで 華やかに 飾り立てて 出て 来た。 そして 彼 

女 は、 これ もまた リボンで 飾り立て ている 二番目 娘の 

ベ リンダ • クラチットに 手伝わせて、 食卓 布 を ひろげ 

た。 一方で は、 子息の ピ ー タァ • クラチットが 馬鈴薯 

の 鍋の 中に 肉 叉 を 突 込んだ。 そして、 恐ろしく 大きな 

襯衣 (この 日の 祝儀と して、 ボブが 彼の 子息に して 嗣 

子なる ピ— タ ー に 授与した る 私有財産) の 襟の 両端 を 

自分の 口中に 啣 えながら、 我ながら いかにも 華々 しく 

めかし 込んだ のに 嬉しくな つて、 流行児の 集まる 公園 



に 出 懸けて 自分の 下着 を 見せたくて 堪らなかった。 さ 

て、 二人の 一層 小さい クラチット 達、 すなわち 男の児 

と 女の 児と は、 麵麴屋 の 戸外で 鵞鳥の 匂い を 嗅いだ が、 

それが 自分 達の だと 分った と 云って、 きゃあ きゃあ 叫 

びながら 躍り込んで 来た。 そして、 これ 等の 小 クラ 

チ ッ ト 達はサ ルビ ャだ の 葱 だ のと 贅沢な 考え に 耽りな 

がら、 食卓の 周囲 を 躍り 廻って、 ピ— タァ • クラ チッ 

ト君を 口 を 極めて 褒めそやした。 その 間に 彼 は (襯衣 

の 襟が 咽喉 を 締めそう になって いたが、 別段 自慢 もし 

ないで) のろのろした 馬 鈴薯が 漸く 煮えく り 返りな が 

ら、 取り出して 皮を剝 いて くれと、 大きな 音を立てて 



鍋の 蓋 を 叩き出す まで、 火 を 吹き 熾して いた。 

「それ はそうと、 お前 達の 大切の 阿 父さん はどうした 

ん だろう ね？」 と、 クラチット 夫人 は 云った。 「それ か 

らお 前 達の 弟の ちび の ティム も だよ！ それから マ ー 

サも 去年の 基督 降誕 祭に は 約 三十 分 も 前に 帰って来て 

いたのに ねえ ご 

「マ ー サが 来ました よ、 阿 母さん！」 と 云いながら、 

一 人の 娘が そこに 現われた。 

「マ —ザが 来ました よ、 阿 母さん！」 と、 二人の 小ク 

ラ チット ども は 叫んだ。 「万歳！ こんな 鵞鳥が ある 

よ、 マ 1 サ！」 



の 生えた 怪物、 それに 比べて は、 黒い 白鳥 も異 とする 

に 足りない —— で、 実際 この 家で は 鵞鳥が まず それと 

同じような ものであった。 クラチット 夫人 は 肉汁 (前 

以て 小さな 鍋に 用意して 置いた) をシュ ー シュ ー 煮立 

たせた。 ピ— タァ君 は ほとんど 信じられな いような 力 

で 馬 鈴薯を 突き 潰した。 ベ リンダ 嬢 は アップル • ソ— 

スに 甘味 をつ けた。 マ ー サは (湯から 出し 立ての) 熱 

い 皿 を 拭いた。 ボブ はちび の ティム を 食卓の 小さな 片 

隅へ 連れて行って、 自分の 傍に 腰掛けさした。 二人の 

みんな みんな 

小 クラチット ども は 衆 皆の ために 椅子 を 並べた。 衆 皆 

と 云う 中には もちろん 自分 達の 事 も 忘れ はしなかった。 



チット どもに 励まされて、 自分の 小刀の 柄で 食卓 を 叩 

いたり、 弱々 しい 声で 万歳！ と 叫んだり した。 

こんな 鵞鳥 は 決して 有りつ こがなかった。 ボブ はこ 

んな 鵞鳥が これまで 料理され たと は 思われない なぞと 

云った。 その 軟 かさと 云い、 香気と 云い、 大きさと 云 

い、 廉価な ことと 云い、 皆 一同の 嘆 称の 題目であった。 

アップル. ソ ー スと 潰した 馬鈴薯 とで 補えば、 家中 残 

ら ずで 喰べ るに 十分の 御馳走であった。 まったく クラ 

チット 夫人が、 (皿の 上に 残った 小さな 骨の 破片 をつ 

くづく 見遣りながら、) さも 嬉しそうに 云った 通り、 彼 

等 はとうと うそれ を 喰べ 切れなかった の だ！ それで 



も 各自 は 満腹した、 別けて も 小さい 者 達 は 眼の 上まで 

サル ビヤ や 葱に 漬かって いた。 ところが、 今度 は ベリ 

ンダ 嬢が 皿 を 取り換え たので、 クラチット 夫人 は 肉饅 

頭 を 取り上げて 持って来ようと、 独りで その 部屋 を 出 

て 行った —— 肉饅頭 を 取り出す ところ を 他の 者に 見ら 

れる こと なぞ とても 我慢が 出来なかった ほど、 彼女 は 

神経質に なって いたので ある。 

仮り に それが 十分 火が 通って いなか つ たと したら！ 

取り出す 際に、 それが 壊れで もしたら！ 仮り に また 

一同の 者が 鵞鳥に 夢中に なって いた 間に、 何人 かが 裏 

庭の 塀 を 乗り こえて、 それ を 盗んで 行った としたら I 



I 想像した だけで、 二人の 小 クラチット どもが 蒼白に 

なって しまった ような 仮定で ある。 あらゆる 種類の 恐 

怖が 想像され た。 

ゃッ！ 素晴らしい 湯気 だ！ 肉饅頭 は 鍋から 取り 

出された。 洗濯 日の ような 臭いが する！ それ は布片 

であった。 互に 隣リ 合せた 料理屋と カステラ 屋 のまた 

その 隣り に 洗濯屋が くつ つ い ている ような 臭いだ！ 

それが 肉饅頭であった！ 一分と 経たない うちに、 ク 

ラ チット 夫人 は 這 入って 来た —— 真赧 になって、 が、 

得意気 にに こに こ 笑いな が ら —— 火 の 点いた 四半パ ィ 

ントの 半分の ブラン ディで ぼつ ぼと 燃え立 つ ている、 



そして、 その 頂 辺に は聖 降誕 祭の 柊 を 突き刺して 飾り 

立てた、 斑ん リの 砲弾の ように、 いかにも 硬く かっしつ 

かりした 肉饅頭 を 持って 這 入って 来た。 

おお、 素敵な 肉饅頭 だ！ ボブ . クラチット は、 し 

かも 落着き 払って、 自分 は それ を 結婚 以来 クラチット 

夫人が 遣り遂げた 成功の 最も 大 なる ものと 思う 旨を述 

ベた。 クラチット 夫人 は、 心の 重荷が 降りた 今では、 

自分 は 実は 粉の 分量に ついて 懸念 を 抱いて いた こと を 

うち 明けようと 思う とも 云った。 各自 それにつ いて 何 

とか 彼と か 云った。 が、 何人も それが 大人 数の 家庭に 

取って は、 どう 見ても 小さな 肉饅頭で ある なぞと 云う 



もの もなければ、 そう 考える もの もなかった。 そんな 

事 を 云おう ものなら、 それ こそ 頭から 異端で ある。 ク 

ラチ ットの 家の 者で、 そんな 事 を 暗示して 顔 を 赧らめ 

ないような 者 は 一 人 だ つ てなかった ろう。 

とうとう 御馳走が すっかり 済んだ、 食卓 布 は 綺麗に 

片附 けられた。 煖炉 も 掃除され て、 火が 焚きつ けられ 

た。 壺の 調合 物 は 味見 をした ところ、 申 分な しと あつ 

て、 林檎と 蜜柑が 食卓の 上に、 十能に 一 杯の 栗が 火の 

上に 載せられた。 それから クラチットの 家族 一同 は、 

ボブ . クラチットの 所謂 団欒 (円周)、 実は 半円の こと 

であるが、 それ を 成して、 煖炉の 周囲に 集った。 そし 



傍に 微笑しながら 立って いる 精霊と 一 緒に 自分自身 を 

発見す ると 云う こと は、 ス クル ー ジに 取って 一層 大ぃ 

なる 驚愕であった。 で、 その 精霊 はいかに も 相手が 気 

に 適った と 云うよう な 機嫌の 好 さで 以て、 その 同じ 甥 

を じっと 眺めて いるので あった。 

「は！ は！」 と、 ス クル— ジの甥 は 笑った。 「は、 は、 

ば！」 

若し 読者 諸君に して この ス クル— ジの 甥より はもつ 

と 笑いに おいて 恵まれて いる 男 を 知る ような 機会が 

あったら、 そんな 機会 はありそう にもない が、 (万々 一 

あつたと したら、) 私の 云い 得る こと は ただこれ だけ 



である、 (曰く) 私 もまた その 男 を 知りたい もの だと。 

私に その 男 を 紹介して 下さい、 私 はどう かして その 人 

と 知己に なりましょう よ。 

疾病 や 悲哀に 感染が ある 一 方に、 世の中に は 笑い や 

上機嫌 ほど 不可抗力 的に 伝染す る ものがない と 云う こ 

と は、 物事の 公明に して 公平なる かつ 貴き 調節で ある。 

ス クル —ジ の 甥が こうして 脇腹 を 抑え たり、 頭 をぐ る 

しか つら ひきつ 

ぐる 廻したり、 途方もない 蹙め 面に 顔 を 痙攣ら せたり 

しながら 笑い こけて いると、 ス クル— ジの 姪に 当る そ 

の 妻 もまた 彼と 同様にき やっき や つ と 心から 笑つ て い 

た。 それから 一 座の 友達 ども も 決して 敗け は 取らない 



あの人 は それで 行く行く 僕達 を 好く して 遣ろうと 

はッ、 は、 は！ そう 考える だけの 満足 も 持たない ん 

だからね ご 

「私もう あの人に は 我慢 出来ません わ」 と、 ス クル— 

ジの姪 は 云った。 ス クル ー ジの 姪の 姉妹 も、 その他の 

婦人 達 も 皆 同意見で あると 云った。 

「いや、 僕 は 我慢 出来る よ」 と、 ス クル— ジの甥 は 云つ 

た。 「僕 は あの人が 気の毒な の だ。 僕 は 怒ろうと 思つ 

て も、 あの人に は 怒れな いんだよ。 あの人の！ ^厭な む 

ら 気で 誰が 苦し むんだ い？ いつでも あの人 自身 じ や 

ないか。 たとえば さ、 あの人 は 僕達が 嫌いだと 云うよ 



「なるほど！ そう 云われれば 僕 も 嬉しい ね」 と、 ス 

クル— ジの甥 は 云った。 「だって、 僕 は 近頃の 若い 主 

婦 達に 余り 大した 信用 を 置いて いないの だからね。 

トツ パ— 君、 君 はどう 思う ね？」 

トツ パ— はス クル— ジの 姪の 姉妹 達の 一 人に 明らか 

に 眼 を 着けて いた。 と 云う の は、 独身者 は 悲惨な 仲間 

外れで、 そう 云う 問題に 対して 意見 を 吐く 権利がない 

と 返辞した からであった。 これ を 聞いて、 ス クル— ジ 

の 姪の 姉妹 —— 薔薇 を 挿した 方じゃなくて、 レ ー スの 

半襟 を 掛けた 肥った 方が —— 顔 を真赧 にした。 

「さあ、 先 を W しゃいよ、 フ レッド」 と、 ス クル— ジ 



御機嫌 はいかが です か』 と 訪ねて 行く の を 見たら ね。 

いや、 あの 憐れな 書記に 五十 ポンドで も 遺して 置く よ 

うな 心 持に して 遣れたら、 それだけ でも 何分 かの 事 は 

あった 訳 だからね。 それに、 僕 は 昨日 あの人の 心を顚 

動 させて 遣った ように 思 うんだ よご 

彼が ス クル— ジの 心を顚 倒させた なぞと 云う のが 可 

笑し いと 云って、 今度 は 一同が 笑い 番 になった。 が、 

彼 は 心の底から 気立ての 好い人で、 とにかく 彼等が 笑 

いさえ すれば 何 を 笑おうと 余リ 気に 懸けて いなかった 

ので、 自分 も 一 緒に なって 笑って 一 同の 哄笑 を 〔# 「哄 

笑 を」 は 底本で は 「洪笑 を 匕 励ます ようにした。 そして、 



愉快そう に 瓶 を 廻 わした。 

お茶が 済んで から、 一同 は 二三の 音楽 を やった。 と 

云う の は、 彼等 は 音楽 好きの 一家であった から。 そし 

て、 グリ ー や キャッチ を 唄った 時には、 仲々 皆 手に入つ 

たもので あった。 殊に トツ パ ー は 巧妙な 唄い 手ら しく 

最低 音で 唸つ て 退けた もの だが、 それ を 唄いながら、 

格別 前額に 太い 筋 も 立てなければ 顔 中真赧 になり もし 

なかった。 ス クル— ジの姪 は 竪琴 を 上手に 弾いた。 そ 

して、 いろいろな 曲 を 弾いた 中に、 一寸した 小曲 (ほ 

んの 詰らない もの、 一 一分 間で 覚えて さっさと 口笛で 吹 

かれそう な もの) を 弾いた が、 これ はス クル ー ジが過 



去の 聖 降誕 祭の 精霊 に 依って 憶い 出させて 貰った 通り 

に、 寄宿 学校から ス クル— ジを 連れに 帰った あの 女の 

子が 好く やって いた ものであった。 この 一節が 鳴り 

渡った とき、 その 精霊が かって 彼に 示して 呉れた すべ 

ての 事柄が 残らず 彼の 心に 浮んで 来た。 彼の 心 はだん 

だん 和いで 来た。 そして、 数年 前に 幾度 かこの 曲 を 聴 

くこと が 出来たら、 彼 はジェ コブ . マ アレイ を 埋葬し 

た 寺男の 鍬に 頼らず して、 自分自身の 手で 自分の 幸福 

のために 人の 世の 親切 を 培い 得た かも 知れなかった と 

考える ようにな つ た。 

が、 彼等 も 専ら 音楽ば かりして、 その 夜 を 過ごし は 



子と いう もの は、 誰も 知らないと 思って 人 を 馬鹿にし 

たもので あった。 火箸 や 十能に 突き当たったり、 椅子 

を 引っくり返したり、 洋琴に 打つ 突かったり、 窓 帷幄 

に 包まつ て 自分ながら 呼吸が 出来 なくなった りして、 

彼女の 行く 所へ は どこへ でも 随 いて 行った。 彼 はいつ 

でも その 肥った 娘が どこに 居る か を 知っていた。 彼 は 

他の 者 は 一人 も 捕へ ようとし なかった。 若し 諸君が わ 

ざと 彼に 突き 当りで もしょう ものなら (彼等の 中には 

実際 やった もの もあった)、 彼 も 一旦 は 諸君 を 捕まえ 

ようと 骨折つ ている ような 素振り をして 見せた ことで 

あろうが、 —— それ は 諸君の 理性 を 侮辱す る もので あ 



ず を 使って 自分の 愛の 文章 を 見事に 組み立てた。 同じ 

ように また 『どんなに、 いつ、 どこで』 の 遊びで も 彼 

女 は 偉大な 力 を 見せた。 そして、 彼女の 姉妹 達 も トツ 

パ ー に 云わしたら、 随分 敏捷な 女 どもに は 違いない が、 

その 敏速な 女 ども を 散々 に 負かして 退けた。 それ を ま 

たス クル— ジの甥 は 内心 喜んで 見て いた もの だ。 若い 

者 年老った 者、 合せて 二十 人位 は そこに 居たろう が、 

彼等 は 皆 残らず それ を やった。 そして、 ス クル— ジも 

また それ を やった。 と 云う の は、 彼 も 今 (自分の 前に) 

行われて いる ことの 興味に 引かれて、 自分の 声が 彼等 

の 耳に 何等の 響 も 持た な いこと をす つかり 忘れて、 



云った。 「半時 間、 精霊 殿、 たった 半時 間！」 

それ は Yes and No と 云う 遊戯であった。 その 遊戯 

では ス クル ー ジの 甥が 何 か 考える 役に なって、 他の 者 

達 は、 彼が 彼等の 質問に、 それぞれ その 場合に応じて、 

Yes とか No とか 返辞 をす る だけで、 それが 何で ある 

か を 云い 当てる ことにな つた。 彼が その 衝に 当って 浴 

びせられ た、 てきば きした 質問の 銃火 は、 彼から して 

一 つの 動物に ついて 考えて いる こと を 誘き出した。 そ 

れは 生きて いる 動物であった、 何方 かと 云えば 不快な 

動物、 獰猛な 動物であった、 時々 は 唸ったり 咽喉 を 鳴 

らしたり する、 また 時には 話し もす る、 倫敦に 住んで 



いて、 街 も 歩く が、 見世物に はされ ていない、 また 誰 

かに 引 廻 わされて いる 訳で もない、 野獣 苑の 中に 住ん 

で 居る ので もない の だ、 また 市場で 殺される ような こ 

と は 決してない、 馬で も、 驢馬で も、 牝牛で も、 牡牛 

でも、 虎で も、 犬で も、 豚で も、 猫で も、 熊で もない 

の だ。 新ら しい 質問が 掛けられる 度に、 この 甥 は 新に 

どっと 笑い 崩れた、 長椅子から 立ち上って 床 を ドンド 

ン 踏み鳴らさずに 居られない ほどに、 何とも 云いよう 

がない ほど くすぐられて 面白がった。 が、 とうとう 例 

の 肥った 娘が 同じように 笑い 崩れながら 呶 鳴った。 I 



いた。 と 云う の は、 聖 降誕 祭の 祭日 全部が 自分 達 二人 

で 過ごして 来た 時間 内に 圧縮され てし まった ように 見 

えたから である。 また 不思議な ことに は、 ス クル ー ジ 

は その外 見が 依然として 変らないで いるのに、 精霊 は 

段々 年を取った、 眼に 見えて 年を取って 行った。 スク 

ル ー ジ はこの 変化に 気が 附 いていた が、 決して 口に 出 

して は 云わなかった。 が、 到頭 子供達の ために 開いた 

十二 夜会 (註、 聖 降誕 祭から 十二 日 目の 夜お 別れと し 

て 行う もの。) を 出た 時に、 二人 は 野外に 立って いたの 

で、 彼 は 精霊 を 見遣りながら、 その 毛髪が 真白に なつ 

ている のに 気が 附 いた。 



われた からで ある。 が、 (いずれにしても) 彼等 は巿の 

中心に いた。 すなわち 取引所に、 商人 どもの 集って い 

る 中に いた。 商人 ども は 忙しそう に 往来したり、 衣囊 

の 中で 金子 を ざくざく 鳴らせたり、 幾 群れ かにな つて 

話し をしたり、 時計 を 眺めた リ、 何やら 考え込み なが 

ら 自分の 持って いる 大きな 黄金の 刻印 を 弄ったり して 

いた。 その他 ス クル— ジ がそれ までによ く見掛 たよう 

な、 いろいろな 事 をして いた。 

精霊 は 実業家 どもの 小さな 一 群の 傍に 立った。 スク 

ル— ジは 例の 手が 彼等 を 指差して いるの を 見て、 彼等 

の 談話 を 聴こうと 進み出た。 



まじりに 云った。 

「一体 あの 金子 はいかが したので しょうね？」 と、 鼻 

の 端に 雄の 七面鳥の えらの ような 瘤 を ぶらぶら 下げた 

赤ら顔の 紳士が 云った。 

「それ も 聞きませんで したね」 と、 頤の 大きな 男が ま 

た 欠 呻 をしながら 云った、 「恐らく 同業組合の 手に で 

も 渡され るんで しょうよ。 (とにかく) 私に は 遺して 

行きませんで したね。 私の 知ってい るの はこれ つきり 

さ ご 

この 冗談で 一 同 は どっと 笑った。 

あんちょく とむらい 

「極く 安直な お 葬 でしよう な」 と、 同じ 男が 云った。 



しい ものであった。 人々 は 半ば 裸体で、 酔 払って、 だ 

らしな く、 醜く かった。 路地 や 拱門路 から は、 それ だ 

けの 数の 下肥 溜めが あると 同じように、 疎らに 家の 

立って いる 街 上へ、 胸の 悪くなる ような 臭気と、 塵埃 

と、 生物と を 吐き出し ていた。 そして、 その 一 廓 全体 

が 罪悪と 汚臭と 不幸と で ぶんぷん 臭って いた。 

この いかがわしい 罪悪の 巣窟の 奥の 方に、 葺卸 屋根 

の 下に、 軒の 低い、 廂の 出張った 店が あって、 そこで 

は 鉄 物 や、 古檻褸 や、 空壜、 骨 類、 脂の べとべとした 

腸 屑 (わたく ず) など を 買 入れて いた。 内部の 床の 上 

に は、 銹 ついた 鍵 だの、 釘 だの、 鎖 だの、 蝶番いだ の、 



い！ この 店に も 店 自身に 緊 着い てるこの 蝶番いの よ 

うに 鯖び た 鉄つ 片れは 他に あり やしね えよ、 本当に さ。 

それに また 俺の 骨 ほど 古びた 骨 はこ こに もない からね。 

しょ うば い 

はは は！ 俺達 は 皆 この 職業に 似合って る さ、 まつ 

たく 似合いの 夫婦と 云う ものだね。 さあ 居間へ お 這 入 

リ。 さあ 居間へ！」 

居間と いうの は 檻褸の 帷幄の 背後に な つ ている 空間 

であった。 その 老爺 は 階段の 絨緞 を 抑えて 置く 古い 鉄 

棒で 火 を搔き 集めた。 そして、 持って いた 煙管の 羅宇 

で 燻って いる 洋 灯の 心 を 直しながら (もう 夜に なって 

いたので、) 再び その 煙管 を 口へ 持って行った。 



彼が こんな 事 をして いる 間に、 既にもう 饒舌った こ 

との ある 女 は 床の 上に 自分の 包み を 抛り 出して、 これ 

見よ がしの 様子 をしながら 床几の 上に 腰を下ろした I 

I 両腕 を 膝の 上で 組み合せて、 他の 二人 を 馬鹿にした 

ように しゃあしゃあと 見やりながら。 

「で、 どうしたと 云 うんだ ね！ 何が どうしたと 云う 

ん だえ、 ええ ディル バァ のお 主婦さん？」 と、 その 女 

は 云った。 「誰 だって 自分の ため を 思って する 権利 は 

あるの さ。 あの人なん ざ 始終そう だつ たんだよ ご 

「そり やそう だと も、 実際！」 と、 洗濯 婆 は 云った。 

「何人も あの人 以上に そうした もの はない よご 



婦 さん は 云った。 「あの人に 罰が 当つ たんだね え」 

「もう 少し 酷い 罰が 当てて 貰いたかった ねえ」 と、 例 

の 女 は 答えた。 「なに、 もっと 他の 品に 手が 着けられ 

たら、 大丈夫お 前さん、 もう 少し 酷い 罰 を 当てて 遣つ 

たんだよ。 その 包み を 解いて おくれな、 ジョ— 爺さん 

は つ きり 

や。 そして、 値段 をつ けて 見て おくれな。 なに、 明白 

と 云う が 可い のさ。 私 や 一番 先だって 構 やしないし、 

また 皆さんに 見て いられた つ て 別段 怖 かないん だよ。 

私達 はこ こで 出会わさない 前から、 お 互 様に 他人の 物 

をく すねて いた こと は 好く 承知して いるんだ からね え _ 

別段 罪に やなら ないやね。 さあ 包み をお 開けよ、 



だよ。 この 上 一文で も 増せな どと 云って、 まだ これ を 

決着し ない ものにする 気なら、 俺 は 折角 奮発した の を 

後悔して、 半 クラウン 位 差 引く 積り だよ ご 

「さあ、 今夜 は 私の 荷物 をお 解きよ、 ジョ— さんご と、 

最初の 女が 云った。 

ジ ョ ー は その 包み を 開き 好い ように 両膝を 突いて、 

幾つ も 幾つ もの 結び目 を 解いて からに、 大きな 重そう 

き れ 

な 巻き物に な つ た 何だか 黒つ ぼい 布片を 引き摺り出し 

た。 

「こり や 何 だね？」 と、 ジョ— は 云った。 「寝台の 帷幄 

ゝ、 o 一 

力 レ 」 



握れる ような 場合に、 あの 爺さんの ような あんな 奴の 

ために その 手 を 引っ込める ような、 そんな 遠慮 はしな 

い 積り だよ、 ジョ ー さん、 お前さんに 約束して 置いて 

も 可い がね」 と、 例の 女 は 冷やかに 返答した。 「その 油 

を 毛布の 上へ 垂らさない ようにして おくれよ ご 

「あの人の 毛布 かね」 と、 ジョ ー は 訊ねた。 

「あの人ので なけり や、 誰の だと 云 うんだ よ」 と、 女 

は 答えた。 「あの人 も (ああな つて は) 毛布が なくた つ 

て 風邪 を 引き もしまい じ やない か、 本当の 話が さ ご 

「まさか 伝染病で 死ん だん じゃある まいね、 ええ？」 

と、 老ジョ —は 仕事の 手 を 止めて、 (相手 を) 見上げな 



ところ なんだ よご 

「打捨 るって どう 云う ことなんだ い？」 と、 老ジョ ー 

は 訊ねた。 

「彼奴に 着せた まま 一 緒に 埋めて やる のに 極ま つ てら 

あね」 と、 その 女 は 笑いながら 答えた。 「誰か 知らん が、 

そんな 真似 をす る 馬鹿野郎が あつたの さ。 でも、 (良 

い 按排に) 私が (それ を 見附けて、) もう 一 度 脱がして 

持って来ち まったん だよ。 そんな 目的に は (キヤ リコ 

で 沢山 さ。) キヤ リコで 間に合わなかったら、 キヤ リコ 

なんてえ もの は 何に だって 役に立ち はしない よ。 死骸 

に は (麻の 襯衣) 同様し つくり 似合う ものね。 彼奴が 



あの (麻の) 襯衣 を 着て いた 時 見っともなく 見えた よ 

リも、 見っともなく 見える 害 はない よご 

ス クル— ジは 慄然と しながら この 対話に 耳 を 傾けて 

いた。 例の 老爺さん の洋 灯から 出る 乏しい 光の 下に、 

銘々 の 分捕 品 を 取り 捲いて、 彼等が 坐って いた 時、 彼 

はたと い、 彼等が 死骸 其 者 を 売買す る 醜怪な 悪鬼 ども 

であった としても、 よも これより 烈しく は あるまい と 

思われる ほどの 憎悪と 嫌忌の 情 を 以て それ を 見やった 

もの だ。 

老ジョ —が 銭の 入って いる フランネルの 囊を 取り出 

して、 床の 上に 銘々 の 所得 を 数え立てた 時に、 例の 女 



していた の だ。 帷幄 も 何もない 露出し の 寝床で ある。 

その 寝床の 上に は、 ぼろぼろの 敷布に 蔽 われて、 何物 

かが 横 わって いた。 それ は 何とも 物 は 云わない が、 畏 

ろしい 言葉で それが 何物で あるか を 宣言して いた。 

この 部屋 は 非常に 暗かった、 どんな 風の 部屋で ある 

か 知りたい と 思う 内心の 衝動に 従って、 ス クル— ジは 

その 部屋の 中 をぐ るりと 見廻 わして は 見た が、 少しで 

も 精密に 見分けよ うとす るに は 余りに 暗かった。 戸外 

の 空中に 昇り かけた (朝の 太陽の) 薄白い 光が 真直に 

寝床の 上に 落ちた。 すると その 寝床の 上に、 何も彼も 

剝ぎ 取られ、 奪われて、 誰 一人 見張って いる 者 もな け 



る だけの 力が どうしても 彼に はなかった。 

お、 冷たい、 冷たい、 硬直な、 怖ろ しい 死よ、 ここ 

に汝の 祭壇 を 設えよ。 そして、 汝の 命令の ままに な 

るよう な、 さまざま の 恐怖 を もて その 祭壇 を 装飾せ よ _ 

こ は汝の 領国 なれば なり。 ながらし かし 愛された る、 

尊敬せられ たる、 名誉 づけら れ たる 頭から は、 その 髪 

の 毛 一 本たり とも 汝の 恐ろしき 目的の ために 動かす こ 

と は 出来ない し、 その 目鼻立ち の 一 つで も 見苦しい も 

のにす る こと は 出来ない。 何も それ は その 手が 重くて 

放せば 再び だら りと 垂れる からで はない。 また その 心 

臓 も 脈 も 静かに 動かない からで はない。 否、 その 手 は 



に 物案じ 顔に 待ち侘びて いるので あった。 と 云う の は、 

彼女が 部屋の 中 を 頻りに 往 つた リ 来たりして、 何 か 音 

のす る 度に 吃驚して 飛び上がったり、 窓から 戸外 を眺 

めたり、 柱時計 を 眺めたり、 時には 針仕事 をしょう と 

しても 手に 着かなかった りした。 そして、 (傍で) 遊ん 

でい る 子供達の 声 を 平気で 聞いて いられない ほど 苛々 

していた からで ある。 

やっと 待ち 焦れて いた 戸 を敲く 音が 聞え た。 彼女 は 

急いで 入口に 彼女の 良人 を 迎えた。 良人と 云う の は、 

まだ 若く は あるが、 気疲れで、 滅入り 切った ような 顔 

をした 男であった。 が、 今や その 顔に は 著しい 表情が 



現われて いた、 自分ながら 恥 かしい ことに 思って、 抑 

えようと 努めて はいるが、 どうも 圧え 切れない ような 

容易なら ぬ 喜びの 表情で あ つ た。 

その 男 は炉の 側に 自分の ためにと て蓄 つて 置かれて 

あった 御馳走の 前に 腰を下ろした。 それから 彼女が ど 

んな 様子 かと 力なげ に 訊いた 時に、 (それ も 長い間 沈 

黙して いた 後で、) 彼 は 何と 返辞 をした もの かと 当惑 

して いるよう に 見えた。 

「好かった のです か」 と、 彼女 は 相手 を 助ける ように 

云った。 「それとも 悪い のです か。」 

「悪 いんだ」 と、 彼 は 答えた。 



免 を 願った。 そして、 (相手 を) 気の毒が つた。 が、 最 

初の 心 持が 彼女の 衷心からの 感情であった。 

「昨 宵お 前に 話した あの 生酔いの 女が 私に 云った こと 

ね、 それ、 私が あの人に 会って、 一週間の 延期 を 頼 も 

うとした 時に さ。 それ を 私 は 単に 私に 会いたくない 口 

ほんとう 

実 だと 思 つ たんだが、 それ はま つ たく 真実の こと だ つ 

たんだね。 ただ 病気が 重い と 云う だけじゃなかった ん 

だ、 その 時 はもう 死に かけて いたんだ よご 

「それで 私達の 借金 は 誰の 手に 移され るんで しょう 

ね？」 

「そり や 分からな いよ。 だが、 それまでに は、 こちら 



「過ぎた 位です よ」 と、 ピ— タァは 前の 書物 を 閉じな 

がら 云った。 「だが、 阿 父さん はこの 四 五日 今までよ 

り は 少し ゆ つ くり 歩いて 戻つ てらつ しゃる よう だと 思 

いますよ、 ねえ 阿 母さん ご 

彼等 はまた もや ひっそり となった。 が、 漸くに して、 

彼女 は 云った、 それ もしつ かりした 元気の 好い 声で I 

I それ は 一 度慄 えた だけであった。 —— 

「阿 父さん は 好 くちびの ティム を 肩車に 乗せて お歩き 

になった もの だが ねえ、 それ もずい ぶん 速く さ ご 

「僕 も おぼえて います」 と、 ピ— タァは 叫んだ。 「たび 

たび 見ました よご 



「わたし も 覚えて います わ」 と、 他の 一 人が 叫んだ。 

つまり 皆が 皆 覚えて いるので あ つ た。 

「何しろ あの 児 は 軽かった からね」 と、 彼女 は 一心に 

仕事 を 続けながら、 再び 云った。 「それに 阿 父さん は 

あの 児 を 可愛がって おいでだった ので、 肩車に 乗せる 

のが 些とも 苦にならなかった の だよ、 些とも。 ああ 阿 

父さんの お帰り だ！」 

くる 

彼女 は 急いで 迎えに 出た。 そして、 襟 巻に 包まった 

小 ボブ —— 実際 彼に は 慰安者 (註、 原語で は 襟 巻と 慰 

安 者の 両語相 通ず。) が 必要であった、 可哀 そうに —— 

が 這 入って 来た。 彼の ためにお 茶が 炉棚の 上に 用意 さ 



れ ていた。 そして、 一同の 者 は 誰が 一番 沢山 彼に その 

お茶の 給仕 をす るかと、 めいめい 先 を 争って やって 見 

た。 その 時 二人の 小 クラチット ども は 彼の 膝の 上に 

乗って、 それぞれ その 小さい 頰を 彼の 顔に 押し当てた 

II 「阿 父さん、 気に 懸けないで 頂戴ね、 泣かないで 

下さいね」 とで も 云うよう に。 

ボブ は 彼等と 一緒に 愉快そう であった。 そして、 家 

内中の 者に も 機嫌よ く 話し をした。 彼 は 卓子の 上の 縫 

物 を 見やった。 そして、 クラチットのお 主婦さん や 娘 

どもの 出精と 手ば やさと を 褒めた。 (そんなに 精 を 出 

したら、) 日曜日 (註、 この 日が 葬式の 日と 定められた 



ものら しい。) のず つと 前に 仕上げて しま うだろうよ 

と 云った もの だ。 

「日曜日で すって！ それじゃ あなた は 今日 行って 来 

たんです ね？ ロバ— ト」 と、 彼の 妻 は 云った。 

「ああそう だよ」 と、 ボブ は 返辞 をした。 「お前 も 行か 

れ ると 好かつ たんだが ね。 あの 青々 した 所 を 見たら、 

お前 も さぞ 晴れ晴れしたろう からね。 なに、 これから 

度々 見られ るんだ。 いっか 私 は 日曜日に はいつ も あそ 

こへ 行く 約束 を あの 子に したよ。 ああ 小さい、 小さい 

子供よ」 と、 ボブ は 叫んだ。 「私の 小さい 子供よ ご 

彼 は 急に おいおい 泣き出した。 どうしても 我慢す る 



ん だもの はもう 仕方がな いと 諦めた。 そして、 再び 晴 

れ やかな 気持に な つて 降りて 行った。 

一同の 者 は 煖炉の 周囲に かたまって 話し合った。 娘 

達と 母親 はま だ 針仕事 をして いた。 ボブ はス クル ー ジ 

の 甥が 非常に 親切に して くれたと 一 同の 者に 話した。 

彼と はやつ と 一度 位し か 会った ことがない の だが、 今 

日 途中で 会った 時、 自分が 少し 弱って いるの を 見て、 

II 「お前 も 知っての 通り、 ほんの 少し 許り 弱って い 

たんだね」 と、 ボブ は 云った。 —— 何 か 心配な ことが 

出来た のかと 訊いて くれた。 「それ を 聞いて」 と、 ボブ 

は 云った。 「だって、 あの方 はとても 愉决に 話し をす 



「誰でも 知って て 貰いたい ね。 『貴方の 優しい 御 家内の 

ために は 心からお 気の毒で』 と、 あの方 は 云って 下す つ 

たよ。 それから 『何 か 貴方のお 役に立つ ことが 出来れ 

ば』 と、 名刺 を 下す つてね、 『これが 私の 住居です。 な 

にと ぞ御 遠慮なく 来て 下さい』 と 云って 下さった のさ _ 

私が そんなに 喜んだ の は、 なにも あの方が 私達の ため 

に 何 かして 下さる ことが 出来る から つ て えんじゃない _ 

いや、 それ もない こと はない が、 それよりも ただ あの 

方の 親切が 嬉し かったん だよ、 親切が さ。 実際 あの方 

は 私達の ちび の ティムの こと を 好く 知つ てで もい らし 

て、 それで 私達に 同情して 下さる のかと 思われる 位 



の だ わね。」 

「馬鹿 云え！」 と、 ピ— タァ はに たにた 笑い をし なが 

ら 云い 返した。 

「まあまあ、 そう 云う ことに もなる だろう よ」 と、 ボ 

うち 

ブは 云った。 「いずれ その 間に はさ、 もっとも、 それに 

はま だ 大分 時日が あるだろう がね。 しかし 何日 どう 云 

めいめい うち 

う 風に して 各自が 別れ別れになる にしても、 きっと 家 

の 者 は 誰 一人 あのち びの ティムの こと を —— うん、 私 

達 家族の 間に 起 つ た 最初の- 」 の 別れ を 決して 忘れな い 

だろう よ —— 忘れる だろう かね ご 

「決して 忘れません よ、 阿 父さん！」 と、 一 同異 口 同 



い 物の 影で 御座いましよう かご 

精霊 は 依然 〔# 「依然」 は 底本で は 「 然匕 として 自分 

の 立って 居る 傍の 墓石の 方へ 指 を 向けて いた。 

「人の 行く 道 は、 それに 固守して 居れば、 どうして あ 

る 定まった 結果に 到達す る —— それ は 前以て 分り もい 

たしましょう」 と、 ス クル— ジは 云った。 「が、 その 道 

を 離れて しまえば、 結果 も 変る ものでしょう。 貴方が 

私に お示しになる ことにつ いても、 そうだと 仰し やつ 

て 下さいな！」 

精霊 は 依然として 動かな か つ た。 

ス クル —ジ はぶる ぶる 慄 えながら、 精霊の 方に 這 い 



その 親切な 手 は ぶるぶると 顫えた。 

「私 は 心の中に 聖 降誕 祭 を 祝います。 そして、 一 年中 

それ を 守って 見せます。 私 は 過去に も、 現在に も、 未 

来に も (心 を 入れ代えて) 生きる 積り です。 三人の 精 

霊 方 は 皆 私の 心の中に あって 力を入れて 下さい ましよ 

う。 皆様の 教えて 下す つた 教訓 を 閉め出す ような 真似 

はいたし ません。 おお、 この 墓石の 上に 書いて ある 文 

句 を 拭き消す ことが 出来る と 仰し や つ て 下さい！」 

苦悶 〔# 「苦悶」 は 底本で は 「若悶 匕 の 余りに、 彼 は 精 

霊の 手 を 捕えた。 精霊 は それ を 振り放と うとした。 が、 

彼 も 懇願に かけて は 強かった。 そして、 精霊 を 引き 留 



彼 は 自分の 善良な 企図に 昂奮し 熱中す るの あまり、 

声まで 途切れ途切れ になって、 思うよう に 口が 利け な 

さっき い が 

い 位であった。 先刻 精霊と 睚み 合って いた 際、 彼は頻 

りに 啜り 泣き をして いた。 そのために 彼の 顔 は 今 も 涙 

で 濡れて いた。 

「別段 引き 千 断られて はいない ぞ」 と、 ス クル ー ジは 

両腕に 寝台の 帷幄の 一 つ を 抱えながら 叫んだ。 「別段 

引き 千 断られて はいない ぞ、 鐶も 何も彼も。 みんな こ 

こに ある 私 もこ こに 居る (して 見る と、) ああ 

云う 事になる ぞと 云われた 物の 影 だ つ て、 消せば 消さ 

れな いこと はない の だ。 うむ、 消される ともき つと 消 



云いながら、 ス クル— ジは 両手 を 擦 リ擦リ 腹の 皮を撚 

ら せて 笑った。 「誰から 贈って 来た か、 相手に 分つ ちゃ 

いけない。 ちび の ティムの 一 一倍 も 大きさが あるだろう 

よ。 ジョ— • ミラ— (註、 「ジ ョ！ ミラ— 滑稽 集」 の 

著者。) だって、 ボブに それ を 贈る ような 戯談 をした こ 

と はな か つ たろう ね ご 

ボブの 宛名 を 書いた 手蹟 は 落着いて はいなかった。 

が、 とにかく 書く に は 書いた。 そして、 鳥屋の 若い者 

が 来る の を 待ち構えながら、 表の戸 口 を 開ける ために 

階 子 段 を 降りて 行った。 そこに 立って、 その 男の 到着 

を 待って いた 時、 彼 は 不図 戸敲 きに 眼 を 着けた。 



「俺 は 生きて る 間 これ を 可愛がって やろう！」 と、 ス 

クル— ジは 手で それで 撫でながら 叫んだ。 「俺 は 今 ま 

で ほとんど これ を 見ようと した ことがなかった。 いか 

にも 正直な 顔附 きをして いる！ まったく 素晴らしい 

戸敲き だよ！ いよう。 七面鳥が 来た。 や あ！ ほ 

う！ 今日は！ 聖 降誕 祭お 目出度う！」 

それ は 確かに 七面鳥であった。 こいつ あ 自分の 脚で 

立とうと しても 立てなかった ろうよ、 この 鳥 は。 (立つ 

たと ころで、) 一 分 も 経たない 間に、 その 脚 は、 封蠟の 

棒の ように、 中途から ぼきと 折れて しまう だろう よ。 

「だって、 これ を カムデン. タウンまで 担い じ やとて 



も 行かれまい」 と、 ス クル— ジは 云った。 「馬車で なく 

ちゃ 駄目だろう よご 

彼 はくす くす 笑いながら、 それ を 云った。 くす くす 

笑いながら、 七面鳥の 代 を 払った。 くすくす笑 いなが 

ら、 馬車の 代 を 払った。 くすくす笑いながら 少年に 謝 

礼 をした。 そして、 そのく すくす 笑い を 圧倒す る もの 

は、 ただ 彼が 息 を 切らしながら 再び 椅子に 腰掛けた 時 

の そのく すくす 笑いば かりであった。 それから、 あま 

りくす くす 笑って、 とうとう 泣き出した 位であった。 

彼の 手 はい つまで も ぶるぶる 慄ぇ 続けて いたので、 

髯を 〔# 「髯 を」 は 底本で は 「髪 を 匕 剃る の も 容易な こと 



ではなかった。 髯 剃りと 云う もの は、 たとい それ を や 

りながら 踊って いない 時で も、 なかなか 注意 を 要する 

もの だ。 だが、 彼 は (この 際) 鼻の 先 を 切り取つ たと 

しても、 その上に 膏薬の 一片で も 貼って、 それです つ 

かり 満足した ことであろう。 

彼 は 上から 下まで 最上の 晴れ着に 着更 えた。 そして、 

とうとう 街の 中へ 出て 行った。 彼が 現在の 聖 降誕 祭の 

幽霊と 一緒に 出て 見た 時と 同じように、 人々 は 今や ど 

しどし と 街 上に 溢れ出し ていた。 で、 ス クル— ジは手 

を 背後に して 歩きながら、 いかにも 嬉しそうな 微笑 を 

湛 えて 通行の 誰彼 を 眺めて いた。 彼 は、 一 口に 云えば、 



を 見る だろうかと 思う と 彼 は 胸に ずき りと 傷み を 覚え 

た。 而も 彼 は 自分の 前に 真直に 横 わって いる 道 を 知つ 

ていた。 そして、 それに 従った。 

「もしもし 貴方」 と、 ス クル ー ジは 歩調 を 早めて 老紳 

土の 両手 を 取りながら 云った。 「今日は？ 昨日 は 好 

い 工合に 行きました か。 まったく 御 親切に 有難う 御座 

いました ね。 聖 降誕 祭お 目 出とう！」 

「ス クル— ジ さんでした かご 

「そうです よ」 と、 ス クル ー ジは 云った。 「仰し やる 通 

りの 名前です が、 どうも 貴方に は 面白くない 感じ を 与 

えまし ようね？ です が、 まあ どうか 勘弁して 下さい _ 



た。 「かような 御 寛厚な お 志に 対しまして は、 もう 何 

と 申 上げて 宜しい やら、 私に は —— J 

「もう 何も 仰し やって 下さい ますな」 と、 ス クル— ジ 

は 云い 返した。 二度 来て 下さい。 一度 手前 どもへ い 

らして 下さいませんで しょうか ご 

「伺います とも」 と、 老 紳士 は 叫んだ。 そして、 彼が 

その 積り でい る こと は 明白であった。 

「有難う 御座います」 と、 ス クル— ジは 云った。 「本当 

に 有難う 御座います。 幾重に もお 礼 を 申 上げます よ。 

それで はお 静かに！」 

彼 は 教会へ 出掛けた。 それから 街々 を 歩き 廻りな が 



であった、 (その 食卓 は 大層 立派に 飾り立てられ てい 

た。) と 云う の は、 こう 云った ような 若い 世帯 持ちと 云 

う もの は、 こう 云う 事に 懸けて はいつ でも 神経質で、 

す き 

何も彼も ちゃんとな つ ている の を 見る のが 所 好な もの 

であるから である。 

「フ レッド！」 と、 ス クル— ジは 云った。 

ああ 胆が 潰れた！ 甥の 嫁なる 姪の 驚き 方と 云った 

ら！ ス クル— ジは、 一 寸の 間、 足 台に 足 を 載せた ま 

ま 片隅に 腰掛けて いた 彼女の こと を 忘れて しまったの 

だ。 でなければ、 どんな 事が あっても、 そんな 真似 は 

しなかった であろう。 



「ああ 吃驚した！」 と、 フ レッド は 叫んだ。 「そこへ 来 

どなた 

たの は 何 誰です？」 

「私 だよ。 伯父さんの ス クル ー ジ だよ。 御馳走に なり 

に 来たんだ。 お前 入れて 呉れる だろう ね、 フ レッド！」 

ち ぎ 

入れて 呉れる だって！ 彼 は 腕 を 振り 千 断られない 

のが 切 めても の 仕 合せであった。 五分 間のう ちに、 彼 

はもう 何の 気兼ね も なくなつ ていた。 これほど 誠意の 

籠った 歓迎 はまた と 見られまい。 彼の 姪 は (彼が 夢の 

中で 見た と) すっかり 同じように 見えた。 トツ パ ー が 

這 入って 来た 時 も、 そうであった。 あの 肥った 妹が 這 

入って 来た 時 も、 そうであった。 来る 人 来る 人 皆が そ 



うであった。 素晴らしい 宴会、 素晴らしい 勝負事、 素 

晴らしい 和合、 素 I 晴 I ら I し I い 幸福！ 

しかも 明くる 朝早く 彼 は 事務所に 出掛けた。 おお 実 

際 彼 は 早くから そこに 出掛けた。 先ず 第一 に そこへ 行 

き 着いて、 後れて 来る ボブ • クラチット を 捕える こと 

さえ 出来たら！ これが 彼の 一 生 懸命に なった 事柄で 

あった。 

そして、 彼 は それ を 実行した、 然り、 彼 は 実行した！ 

時計 は 九 時 を 打った。 ボブ はま だ 来ない。 十五 分 過ぎ 

た。 まだ 来ない。 彼 は 定刻に 後る る こと 正に 十八 分と 

半分に して、 やっと やって来た。 ス クル ー ジは、 例の 



大 桶の 中へ ボブの 這 入る ところが 見られる ように、 合 

の 戸 を 開け放した まま 腰掛けて いた。 

彼 は 戸口 を 開ける 前に 帽子 を 脱いだ。 襟卷も 取って 

しまった。 彼 は 瞬く間に 床几に 掛けた。 そして、 九 時 

に 追い着こうと でもして いるよう に、 せっせと 鉄筆 を 

走らせて いた。 

「いよう！」 と、 ス クル— ジは 成る たけ 平素の 声に 似 

せる ようにして 唸った。 「どう 云う 積り で 君 は 今時分 

ここへ やって来た のかね ご 

「誠に 相 済みません、 旦那」 と、 ボブ は 云った。 「どう 

も 遅な り 〔# 「遅な リ」 は 底本で は 「遅な わり 匕 まして ご 



「遅い ね！」 と、 ス クル— ジは 繰り返した。 「実際、 遅 

いと 思う ね。 まあ 君 ここへ 出なさい ご 

「一年に たった 一度の 事で 御座いま すから」 と、 ボブ 

は 桶の 中から 現われながら 弁解した。 「二度と 〔# 「二 

度と」 は 底本で は 「二 廣と匕 もうこんな 事 は 致しません 

から。 どうも 昨日 は 少し 騒ぎ 過ぎた のです よ、 旦那 ご 

ほんとう 

「では、 真実のと ころ を 君に 云う がね、 君」 と、 スク 

ル— ジは 云った。 「俺 はもう こんな 事に は 一日 も 耐え 

られ そうにな いよ。 そこで だね」 と 続けながら、 彼 は 

床几から 飛び上がる ようにして、 相手の 胴衣の 辺り を 

ぐいと 一本 突いた もの だ。 その 結果、 ボブ は よろよろ 



底本： 「クリスマス • カロル」 岩波 文庫、 岩波 書店 

1929 (昭和 4) 年 4 月^日 初版 発行 

1936 (昭和：：：) 年 ー 月^日^ 刷 

※ 「旧字、 旧 仮名で 書かれた 作品 を、 現代 表記に あら 

ためる 際の 作業 指針」 に基づいて、 底本の 表記 を あら 

ためました。 

その 際、 以下の 置き換え をお こない ました。 

「惘 れ丄 あきれ、 彼処 丄 あそこ、 恰丄 あたか、 窖丄ぁ 

なぐら、 或丄 ある、 吩 咐け丄 いいつけ、 雖も丄 いえ ど 

も、 如何 i いか、 如何 i いかが、 幾許 i いくら、 何時 

ふいつ、 毎 ふいつ、 愈 々ふいよ いよ、 吋 ふ インチ、 泛 



ぶふう かぶ、 恭々 しい i うやうやしい、 笑 靨 i えくぼ、 

於て 丄 おいて、 晚 いふお そい、 彼処 丄 かしこ、 且 ふか 

つ、 嘗て ふかって、 廉丄 かど、 屹度 ふきつと、 櫟られ 

ふくす ぐられ、 此奴 ふこい つ、 踰 える ふこえ る、 此処 

—ここ、 悉く ふこと ごとく、 此の ふこの、 是迄 ふこれ 

まで、 嘸 ふ さぞ、 薩 張り— さっぱり、 逍遥い ふさ まよ 

い、 併し 丄 しかし、 直き ふじき、 蔵う 丄 しまう、 士 T 

シ リング、 殿丄 しんがり、 掬う ふす くう、 即ち ふすな 

わち、 凡て i すべて、 其奴 i そいつ、 其処— そこ、 謗 

るふ そしる、 哮り丄 たけり、 糙か丄 たしか、 但し ふた 

だし、 忽ち ふたち まち、 恃 んで丄 たのんで、 些っ とも 



ち ろん、 尤も 丄 もっとも、 八 釜し いふ やかましい、 窶 

れ丄 やつれ、 稍丄 やや、 寛く 丄 ゆるく、 宥 して ふゆる 

して、 寛 やか ふゆる やか、 余っ程 ふよつ ぼ ど、 余程 丄 

よほど、 蹌け丄 よろ け」 

以下 は、 章の 初出に ルビ を 補いました。 

やす やす ロンドン スペイン シャツ 

「廉 い、 廉 くて、 倫敦、 西班牙、 襯衣」 

※丸括弧 内に 示された 「註」 は、 底本で はすべ て 割 註 

とな つ ています。 

※疑問 点への 対処に あたって は、 改版され た 1938 

(昭和^) 年 2 月 5 日 u 刷 を 参照し ました。 
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